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水都やながわ information
柳川市民文化会館　

公式サイト

【開館時間】�午前 9時～午後10時、月曜休館
【問い合わせ】☎0944・73・7777

広報やながわ 2026.8 月

●日時・料金　8 月 21 日（金）午後 7
時～（約 60 分）、無料
●出演　池上恭

やすよ

代（ピアノ）、原田貴
たかこ

子（バ
イオリン）

ロビーコンサート

●日時　8 月 13 日（木）①午前 10 時
～②午前 11 時～
●料金　1 組 500 円
●講師　CHIAKI

リトミックひろば第2
木曜定例

イ
ベ
ン
ト

 ヒロシマ・モナムール 
HIROSHIMA MON AMOUR 

 

 

戦争で心に傷をおったフランス人の女と 

原爆で肉親を失った日本人の男は 

偶然、ヒロシマで出会う。 

二人は、なぜ惹かれあったのか。 

二人は何を語り、何を語らなかったのか・・・。 

フランスの映画監督アラン・レネの名作を 

二人劇として上演します。 

 

 

■出演 

ロランス・シュヴァリエ 

大庭聖嗣 

 

 

■原作 

マルグリット・デュラス 

■脚本・演出 

大津陽一 

■音楽 

谷川穂高 

           

 

 

 

2026年8 月8 日(土) 

１６：00 開演（鑑賞無料） 

 

会場：柳川市民文化会館ロビー 

主催：柳川市民文化会館自主事業実行委員会 

お問合せ：柳川市民文化会館 

℡：0944-73-7777 柳川市上宮永町 43番地 1 

第3
金曜

LOVE&PEACE2026
アートで平和を考えよう

　アートを通じて平和への願いや思いを共有するイベ
ント「LOVE＆ PEACE2026」を開催します。イベン
ト期間中に展示する作品に触れて、平和について考え
てみませんか。
●開催期間　8月 5日（水）～ 30 日（日）、月曜休館
□光ノ鳥絵はがき展示

　市内14校の小学生が、愛と平和をテーマに描いた「光
ノ鳥絵はがき」3000 枚を、ギャラリーに展示します。

　戦争で心に傷を負ったフランス人の女
性と原爆で肉親を失った日本人の男性が、
偶然、8月のヒロシマで出会います。惹

ひ

かれ合う二人は何を語り、何を語らなかっ
たのか。フランスの映画監督アラン・レ
ネの名作を、二人劇として上演します。
●日時　8月 8日（土）午後 4時開演

●会場　水都やながわロビー
●入場料　無料
●出演　ロランス・シュヴァリエ、
大
おおば

庭聖
せい し

嗣
●原作　マルグリット・デュラス
●脚本・演出　大津陽

よういち

一
●音楽　谷川穂

ほたか

高

フランスの映画監督アラン・レネの名作を上演

演劇「ヒロシマ・モナムール」
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□ピースツリー
　掘割広場のシンボル
ツリーに平和への願い
を込めて、短冊を吊るし
ます。来場者には、窓口
で短冊を無料配布しま
す。
□水葵プロジェクト
　2011 年に起こった東日本大震災。津波によって被
害を受けた沿岸部で準絶滅危惧種の「水

みずあおい

葵」が芽吹き、
花を咲かせていました。中庭に現地で採れた種を植え、
震災を伝える花として育てます。
□ SUNCHA絵画教室展
　大川市の絵画教室「ア
トリエ SUNCHA」に通
う子どもたちが、天使と
悪魔をテーマに描いた作
品を、絵画通路に展示し
ます。

市史抄片 【問】 市生涯学習課柳川古文書館（☎0944・72・1275）
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新

　柳川古文書館では、8月26日（水）から10月25日（日）
まで、九州歴史資料館三分館合同企画展「時

じ だ い の め

代之眼～
鄧
とうなんこう

南光写真展～」を開催します。同企画展は、三分館
のうちの求

く ぼ て

菩提資料館がある豊前市が、台湾新
しんちくけん

竹県と
国際交流協定を結んだことから実現しました。
　鄧南光は、本名を鄧騰

と う き

煇 (1907 または 1908 ～
1971) といい、日本統治時代の台湾に客

は つ か

家 ( 主に中
国南方に居住する外来の漢民族 ) である商

しょうか

家に誕生
しました。大正 13（1924）年から日本に留学し、法
政大学在学中にカメラと出会い、東京の風景や人物
を撮影しました。台湾に戻った後、台

たいほく

北で「南
なんこう

光写
真機店」を開業し、その傍ら台湾各地を巡り、庶民
の様子や都市の生活を写し出し、台湾の写真芸術の
発展に大きな影響を与えました。
　今回の企画展では、鄧南光の作品のほかに、当館
が収蔵する台湾関係の史料も展示する予定です。戦
前、柳川から多くの人々が台湾に渡りました。その
中で特に活躍した人物が高石忠

ちゅうぞう

慥です。忠慥は、嘉
永 2(1849) 年 12 月 13 日に柳河藩士田中儀

ぎ は ち

八の子供
として沖端に生まれ、のちに高石家を継ぎました。
明治の初め頃から長野県や山形県、大蔵省などで土
木関係の業務に携わり、明治 19(1886) 年に大倉組商

会 ( 貿易事業のほか土木業など多様な事業をてがけ
た ) に入社。京都の疎

そ す い

水工事などに従事し、台湾出
張所の所長も務めました。その後、同 32年に同商会
を辞職して、台湾で高石組を起業しました。高石組
が請け負った建築物は数多く、主なものでは台湾銀
行社宅や台北第一発電所などがあります。また、忠
慥は高石組だけではなく、台湾劇場株式会社や台湾
煉瓦株式会社、台湾農林株式会社、台湾竹材株式会
社などの取締役も務めています。その性格は温厚か
つ快活と評されていました。生前は郷里である柳川
の教育会に寄付を行ったほか、矢留小学校に奉

ほうあんでん

安殿
を寄贈するなど、柳川の発展にも尽力しています（図
版 1）。忠慥は、大正 11（1922）年 6月に 73 歳で亡
くなりますが、その 2年後に寄贈された奉安殿が落
成しました。
　高石組が明治43年に落成した社屋は台北市撫

ぶた い が い

台街
に「撫台街洋

ようろう

楼」として残っていて、現在は、歴史
資料館として活用されています。また、忠慥は台湾
で令和 3（2021）年に出版された「高石大叔」とい
う本で紹介されています（図版 2）。今回の企画展で
は、こうした台湾と柳川のつながりも感じていただ
ければと思います。

柳川古文書館　江島 香

台湾と柳川をつなぐ高石忠慥

【図版１】高石忠慥が寄付した奉安殿の地鎮祭の記事
(「柳河新報」大正13年１月 12日 )

【図版２】令和３年に台湾で出版された
「高石大叔」の表紙


